
肉屋考古館を後世に
文化財保存へ見学会とトーク

21日から
大昔調査会

約60年前に市民の寄付で

建てられた岡屋考古館

諏
訪
地
域
の
歴
史
文
化
を
研

究
す
る
一
般
社
団
法
人
「
大
昔

調
査
会
」
は
、
長
年
閉
鎖
し
老
朽

化
が
懸
念
さ
れ
る
岡
谷
市
本
町

の
岡
屋
考
古
館
を
守
り
、
後
世

に
受
け
継
や
た
め
、
2
1
日
か
ら

見
学
会
と
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を

始
め
る
。
縄
文
か
ら
古
墳
時
代

の
住
居
跡
が
あ
る
市
内
の
岡
崖

遺
跡
の
出
土
品
を
収
蔵
す
る
同

館
。
維
持
管
理
の
課
題
を
抱
え
、

周
知
と
活
用
を
図
り
な
が
ら
文

化
財
保
存
へ
の
機
運
を
高
め
て

い
く
。
　
（
小
山
眞
由
善

イ
ベ
ン
ト
は
解
説
付
き
の
同
館

見
学
会
に
加
え
、
古
代
史
や
考
古

学
に
つ
い
て
語
り
合
う
「
岡
屋

大
昔
D
A
Y
（
デ
イ
）
」
。
月
1
回

の
ペ
ー
ス
で
行
う
新
た
な
試
み
。

ト
ー
ク
の
テ
ー
マ
を
毎
回
変
更
す

る
こ
と
で
、
同
館
へ
の
興
味
関
心

を
広
げ
る
狙
い
だ
。

岡
崖
遺
跡
は
1
9
5
5
年
に
林

道
工
事
の
際
に
発
見
さ
れ
た
。
発

掘
調
査
で
住
居
跡
1
0
軒
が
確
認
さ

れ
、
多
く
の
遺
物
が
出
土
。
館
内

に
は
鉄
鉱
や
石
皿
、
弥
生
時
代
後

期
の
岡
屋
式
土
器
な
ど
を
展
示
し

て
い
る
。
調
査
会
に
よ
る
と
、
地
元
有
志

が
保
存
会
を
結
成
し
、
6
2
年
に
は

岡
谷
十
五
社
の
敷
地
内
に
同
館
を

建
て
て
管
理
し
て
き
た
。
保
存
会

の
消
滅
に
よ
っ
て
「
存
在
自
体
が

忘
れ
去
ら
れ
、
長
ら
く
閉
館
し
て

い
た
」
。
築
6
0
年
を
超
え
た
建
物
は

老
朽
化
が
進
み
、
天
井
の
剥
離
と

雨
漏
り
に
加
え
、
電
灯
が
つ
か
な

い
た
め
薄
暗
さ
が
日
立
つ
と
い
う
。

ト
ー
ク
は
と
も
に
岡
谷
市
在
住

で
、
調
査
会
副
理
事
長
で
諏
訪
考

古
学
研
究
会
員
の
二
王
徹
也
さ

ん
、
諏
訪
信
仰
研
究
会
ス
ワ
ニ
ミ

ズ
ム
メ
ン
バ
ー
の
坂
閤
雄
司
さ
ん

の
2
人
が
話
題
を
提
供
す
る
。
初

回
は
三
上
さ
ん
が
土
偶
の
見
方
を

テ
ー
マ
に
行
う
。

「
先
人
の
熱
い
文
化
財
保
護
精

神
に
あ
ふ
れ
る
建
物
。
残
す
た
め

に
何
と
か
し
な
け
れ
ば
」
と
三
上

さ
ん
。
「
肩
肘
を
張
ら
ず
、
新
た

な
視
点
で
語
り
合
う
場
に
し
、
愛

郷
心
や
誇
り
を
感
じ
て
も
ら
え
た

ら
い
い
」
と
思
い
を
語
っ
た
。

催
し
は
1
1
月
ま
で
毎
月
第
3
日

曜
日
に
設
け
、
同
館
の
見
学
会
は

午
前
9
時
3
0
分
、
ト
ー
ク
は
同
1
1

時
か
ら
近
く
の
照
光
寺
で
行
う
。

定
員
は
各
回
と
も
先
着
2
0
人
。
問

い
合
わ
せ
は
三
上
さ
ん
（
電
話
0

9
0
・
2
2
0
4
・
2
8
1
8
）
へ
。


